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学内で作成された学術研
究成果（研究紀要・学位
論文・雑誌発表論文な
ど）を登録・保存し、世
界中の研究者に広く発信
する新しい「電子書庫」

（NAOSITE広報チラシより）

長崎大学学術研究成果リポジトリ

・2006年運用開始
・DSpace
・収録コンテンツ：

約32,300件
・論文ダウンロード数：

年間約260万回



登録されている資料種別

紀要

国外学術雑誌

国内学術雑誌

会議発表論文

発表資料

学位論文

学位論文要旨

テクニカルレポート

報告書

図書

一般雑誌

教材

プレプリント

特許

その他

貴重資料



年間登録件数

紀要

国外学術雑誌

国内学術雑誌

会議発表論文

発表資料

学位論文

学位論文要旨

テクニカルレポート

報告書

教材

その他



 コンテンツ収集

Scopusアラートを利用した学術雑誌論文収集

個別提供

学内紀要

学位論文（要旨・全文）

学内刊行物（センターの報告書、ニュースレター等）

 著作権調査

 学内研究者への論文提供依頼

 登録データ作成

 サーバ管理

日常の業務



 リポジトリ運用開始時
システム担当係３名（係長１・係員２）
＋WGメンバー５名

 システム担当係のみで業務
システム担当係３名（係長１・係員１・パート１）

 システム担当係と雑誌担当係が一係にまとまる
係長１・係員１・パート２

（うちリポジトリ専任１）
係長１・係員１・パート１

（リポジトリ専任担当者異動）
係長１・パート１ （係長が主に雑誌、パートが

主にリポジトリ）

担当者について



 スペイン高等科学研究院（CSIC）が作成する世界
のリポジトリのランキング

リポジトリランキング



コンスタントに登録することが重要



 SCOPUSのアラートメールが週に1回届く

 アラートの検索条件は著者所属ID（AF-ID）が長
崎大学のもの（3つのIDを統合）

 ヒットした論文について１件ずつ、著書の所属・
出版者のポリシーを調べる。

 リポジトリ登録可能なものについて、著者に許諾
及び原稿ファイル送信依頼のメールを送る。

 調査結果は、共有ドライブのExcelファイルに記入
し、情報を共有する。

Scopusアラート作業



今回のヒット件数

検索結果へのリンク（全件表示）

アラートメールが
届く



Scopusで開く
（ブラウザで表示）



CSVでエクスポート



Excelに貼り付け → 調査結果保存用ファイル



テキストでエクスポート



メモ帳に貼り付け → ポリシー調査作業用ファイル



 Excelファイルのフィルタを利用して、重複チェッ
クをする

 重複ではないことが確認されたら、リンクURLを
クリックしてScopusで開く

 出版社名をポリシー調査作業用ファイル（メモ
帳）に書き出し、著作権ポリシーを調査する

 所属教員の著者における順番と人数を確認

少数の場合は終了、corresponding author

または筆頭著者の場合は登録対象とする

Scopusアラート調査(1)



著者チェック この論文の場合、長崎大学所属著者は6人中
1人、筆頭著者でも連絡著者でもないので終了する



出版社情報 これをもとに著作権ポリシー
を調査する



著作権ポリシーデータベース
の活用



Wikiの活用
館内担当者のみ利用可能
「出版社別」と「雑誌別」
がある



 リポジトリ登録できそうなら、職員録を見て連絡
先を書き出す

 最後に結果を書く。「※DL登録後、先生に報告」
「※著者版依頼」「Reviewのため終了」「Note
のため終了」「Letterのため終了」「会議発表資
料のため終了」「不可のため終了」など。

 結果は、係長チェック後、調査結果保存用ファイ
ル（Excelファイル）に転記して、進捗管理を行う

Scopusアラート調査(2)



ポリシー調査作業用ファイルに結果を書き込む

Excelファイルに転記する



Scopusアラートによる論文収集
の分析

 非ゴールドOA論文は、依頼に対する入手率が約５０％

 担当者の異動の影響とそこからの回復

人員が少ない中でも、手順を確立すれば登録を継続していける



今後の課題

 業務の縮小を食い止める

人員の保証はない中で、継続的に登録する

ためにどうすればよいか

 学内の研究者DBとの連携見直し

日本語論文の収集、学内への広報

 JAIRO Cloudへの乗り換え検討

システム管理の負担軽減

コミュニティにおける情報交換

JPCOARスキーマへの移行



これからも

成長するリポジトリを

目指して

できることから

こつこつと


